
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 
２
０
２
４
年
新
年
の
挨
拶 

執
行
委
員
長 

福 

島 

憲 

一 

全
国
一
般
大
阪
地
方
労
働
組

合
の
仲
間
の
皆
さ
ん
、
新
年
明

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
中
小
労
働
者
の
雇
用
と

生
活
そ
し
て
権
利
を
守
る
闘
い

に
、
日
夜
奮
闘
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
対
し
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

世
界
で
は
、
一
昨
年
2
月
に
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
武
力

侵
攻
し
て
以
降
、
約
2
年
が
経
過
し
て
も
終
戦
の
め
ど
が
立
ち

ま
せ
ん
。
こ
の
ロ
シ
ア
侵
攻
を
受
け
て
、
ド
イ
ツ
が
国
防
費
を
G

D

P
比
2
％
に
し
た
り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が

N

A

T

O
（
北
大
西
洋
条
約
機
構
）
に
加
盟
申
請
し
て
い
ま
す
。

ま
た
昨
年
10
月
に
は
イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
に
よ
る
イ
ス
ラ
エ

ル
へ
の
大
規
模
攻
撃
に
対
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
は
ハ
マ
ス
撲
滅
の

た
め
に
、
天
井
の
な
い
監
獄
と
い
わ
れ
る
ガ
ザ
地
区
（
小
さ
な
エ

リ
ア
に
住
民
約
200
万
人
）
を
壊
滅
さ
せ
る
か
の
如
く
無
差
別
爆

撃
を
行
っ
て
い
ま
す
。
女
性
・
子
供
を
中
心
に
大
勢
の
市
民
が
双

方
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
連
安
保
理
で
は
常

任
理
事
国
で
あ
る
米
国
や
ロ
シ
ア
が
大
国
の
論
理
で
拒
否
権
を

連
発
し
、
即
時
停
戦
を
求
め
る
国
際
社
会
の
声
を
無
視
し
て
い
ま

す
。
罪
の
な
い
市
民
に
１
日
も
早
い
平
和
な
生
活
が
戻
る
た
め

に
、
私
た
ち
は
声
を
あ
げ
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

日
本
政
府
は
、
中
国
の
拡
大
路
線
や
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
開

発
、
台
湾
有
事
を
理
由
に
、
安
保
関
連
3
文
書
を
閣
議
決
定
（
国

会
を
軽
視
）
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
専
守
防
衛
を
転
換
し
、
先

制
攻
撃
も
可
能
な
反
撃
能
力
を
備
え
る
と
い
う
軍
拡
路
線
に
突

き
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
防
衛
費
43
兆
円
と
い
う
莫
大

な
財
源
が
必
要
で
、
岸
田
首
相
は
増
税
メ
ガ
ネ
と
揶
揄
さ
れ
て
い

ま
す
。
支
持
率
低
下
に
苦
し
む
岸
田
首
相
は
少
子
化
対
策
や
所
得

減
税
な
ど
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
が
、
心
の
内
が
支
持
率
対
策
だ

と
市
民
に
見
透
か
さ
れ
逆
効
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
昨

年
の
漢
字
は
「
税
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。 

一
方
で
、
地
球
温
暖
化
や
戦
争
、
円
安
な
ど
が
原
因
で
、
石
油

や
天
然
ガ
ス
と
い
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
小
麦
、
大
豆
、
肉
類
な
ど

の
食
料
品
、
肥
料
（
窒
素
、
リ
ン
、
カ
リ
ウ
ム
）
や
飼
料
（
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
な
ど
）
と
い
っ
た
輸
入
品
は
価
格
高
騰
と
共
に
、
世
界

中
で
取
り
合
い
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
1
年
で
肥
料
・
飼

料
の
高
騰
に
よ
っ
て
酪
農
家
が
800
戸
離
農
し
た
と
言
い
ま
す
。

肉
や
卵
、
牛
乳
な
ど
た
ん
ぱ
く
源
の
供
給
が
今
後
維
持
で
き
る
の

か
。
さ
ら
に
高
齢
化
や
低
収
入
に
よ
る
後
継
者
不
足
に
よ
り
耕
作

放
棄
地
が
急
拡
大
し
て
い
ま
す
（
ク
マ
の
被
害
も
関
係
し
て
い
ま 

  

 

す
）。
人
口
減
少
が
確
実
視
さ
れ
る
日
本
で
あ
っ
て
も
、
主
食
で
も

あ
る
コ
メ
さ
え
も
こ
の
ま
ま
で
は
生
産
減
が
そ
れ
を
上
回
り
、
2040

年
に
は
最
悪
の
場
合
156
万
ト
ン
の
供
給
不
足
に
陥
る
と
警
告
し
て

い
ま
す
（
民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
）
。
主
要
な
先
進
国
（
米
国
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
仏
、
独
等
）
の
食
料
自
給
率
（
カ
ロ
リ

ー
ベ
ー
ス
）
は
80
％
以
上
で
、
比
較
的
低
い
イ
ギ
リ
ス
や
イ
タ
リ

ア
で
も
50
％
以
上
で
す
。
ち
な
み
に
日
本
は
38
％
で
す
。 

日
本
政
府
は
こ
れ
ま
で
、
学
者
な
ど
専
門
家
が
警
告
を
し
て
き

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
“
原
発
事
故
は
起
き
な
い
”
“
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
（
感
染
爆
発
）
は
起
こ
ら
な
い
、
も
し
起
こ
っ
て
も
日
本
の
医

療
は
万
全
だ
”
と
い
っ
た
何
の
根
拠
も
な
い
希
望
的
観
測
に
基
づ

き
、
地
震
や
感
染
対
策
を
怠
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
希
望
的
観

測
は
現
実
に
代
わ
り
、
放
射
能
汚
染
に
よ
る
市
民
生
活
の
破
壊
、

そ
し
て
医
療
崩
壊
か
ら
守
れ
た
か
も
し
れ
な
い
命
が
た
く
さ
ん
失

わ
れ
ま
し
た
。
政
府
が
言
う
有
事
（
軍
事
的
危
機
）
は
外
交
努
力

で
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
確

実
に
訪
れ
る
温
暖
化
問
題
や
自
然
災
害
に
備
え
、
本
当
に
政
府
が

取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行
動
は
、
ア
メ
リ
カ
と
一
緒
に
な
っ
て

戦
争
の
準
備
を
す
る
の
で
は
な
く
、
万
が
一
の
時
に
市
民
・
労
働

者
が
健
康
な
生
活
を
維
持
す
る
た
め
の
食
料
を
確
保
（
食
糧
安
全

保
障
）
す
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

ま
た
昨
年
末
に
は
、
神
戸
学
院
大
学
の
上
脇
教
授
が
自
民
党
の

政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
を
め
ぐ
る
裏
金
疑
惑
を
刑
事
告
発
し
た
こ

と
に
よ
り
、
安
倍
派
の
派
閥
を
中
心
に
閣
僚
が
次
々
に
辞
任
に
追

い
込
ま
れ
ま
し
た
。
長
期
政
権
の
お
ご
り
が
こ
こ
に
極
ま
り
、
自

民
党
の
“
政
治
と
金
”
の
問
題
は
泥
沼
化
の
様
相
を
呈
し
て
い
ま

す
。
政
治
不
信
を
招
い
た
岸
田
首
相
の
責
任
は
重
大
で
す
。
東
京

地
検
特
捜
部
が
派
閥
事
務
所
の
家
宅
捜
索
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、

疑
惑
全
容
を
解
明
す
る
と
共
に
二
度
と
こ
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ

な
い
よ
う
に
政
治
資
金
規
正
法
の
抜
本
的
再
生
と
共
に
、
こ
の
よ

う
な
政
治
状
況
を
変
え
る
た
め
に
も
政
権
交
代
可
能
な
野
党
の
存

在
が
必
要
で
す
。
第
2
自
民
党
や
与
党
の
補
完
勢
力
で
は
な
く
、

自
民
党
政
治
で
は
で
き
な
い
“
労
働
者
を
軸
と
す
る
社
会
”“
L

G

B

T

Q
・
外
国
人
労
働
者
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
な
ど
多
様
性
推
進
”

な
ど
の
課
題
に
取
り
組
む
リ
ベ
ラ
ル
な
政
党
で
す
。
そ
の
中
心
は

立
憲
民
主
党
や
社
民
党
で
あ
る
べ
き
で
す
。 

一
方
、
政
府
は
、
2025
年
関
西
万
博
の
費
用
が
関
連
イ
ン
フ
ラ
整

備
費
と
し
て
9.7
兆
円
（
2030
年
頃
に
予
定
さ
れ
る
I

R
開
業
に
向

け
た
も
の
も
含
ま
れ
る
）、
う
ち
万
博
会
場
に
直
接
関
係
す
る
も
の

は
8,390
億
円
と
発
表
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
万
博
会
場
建
設
費
は

2,350
億

円
（
う
ち
国
費
負
担
は

1,647
億
円
）
で
、
大
阪
市
民
は
一
人
あ
た
り 

         

 

約
14,000
円
、
大
阪
府
民
は
約

4,000
円
、
国
民
と
し
て
600
円
を
負
担
す

る
こ
と
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
大
阪
市
民
は
合

計
で
約

19,000
円
で
す
。
運
営
費
が
人
手
や
原
材
料
不
足
を
理
由
に

当
初
予
想
の
1.4
倍
な
る
な
ど
批
判
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

世
論
調
査
で
は
、
約
半
数
が
開
催
反
対
（
維
新
支
持
層
で
も
4
割

が
反
対
）
す
る
中
で
、
“
身
を
切
る
政
治
”
と
言
い
な
が
ら
、
軟

弱
地
盤
と
い
わ
れ
る
万
博
会
場
に
巨
額
の
税
金
を
つ
ぎ
込
む
維

新
政
治
は
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

社
会
状
況
は
憂
鬱
に
な
る
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
労
働
者
の
置

か
れ
て
い
る
状
況
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
賃
金
が
物
価
上
昇

に
追
い
付
い
て
い
ま
せ
ん
。
昨
年
末
の
全
国
一
般
の
春
闘
討
論
集

会
の
講
演
で
、
松
上
氏
は
、「
資
本
主
義
が
始
ま
っ
て
お
よ
そ
300

年
経
つ
が
、
30
年
間
近
く
も
実
質
賃
金
が
下
が
り
続
け
て
い
る

国
は
日
本
以
外
に
な
い
。
連
合
は
2023
春
闘
で
5
％
（

13,500
円
）
程

度
を
賃
上
げ
目
標
に
掲
げ
た
が
、
自
動
車
や
電
機
な
ど
満
額
回
答

が
相
次
い
だ
。
U

A
ゼ
ン
セ
ン
や
J

A

M
は
6
％
、
イ
オ
ン

や
サ
ン
ト
リ
ー
は
7
％
要
求
と
連
合
要
求
よ
り
高
か
っ
た
。
背

景
に
は
優
秀
な
人
材
の
獲
得
競
争
が
激
化
し
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。
そ
ご
う
・
西
部
百
貨
店
の
24
時
間
ス
ト
に
対
し
、
バ
ッ
シ

ン
グ
の
対
象
で
は
な
く
な
っ
た
。」
と
し
檄
を
飛
ば
し
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
規
模
間
格
差
が
広
が
っ
て
い
る
の
が
現
実
で
、
中
小

労
働
者
の
生
活
を
守
る
た
め
に
も
昨
春
闘
以
上
に
奮
闘
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
一
つ
。
ユ
ニ
オ
ン
の
仲
間
（
支
部
）
は

毎
年
い
く
つ
か
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
さ
く
ら
会
病
院
労
働
組

合
と
い
う
新
し
い
仲
間
（
単
組
）
が
増
え
ま
し
た
。
労
働
環
境
改

善
と
組
合
員
増
を
め
ざ
し
奮
闘
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
今
後
が

楽
し
み
で
す
。 

全
国
一
般
運
動
を
進
め
る
た
め
に
も
組
織
強
化
拡
大
は
最
重

要
課
題
で
す
。
労
働
相
談
活
動
や
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
、
中
小
労

働
運
動
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
、
青
年
女
性
部
を
中
心
と
し
て
単
組
・

支
部
、
ユ
ニ
オ
ン
や
退
職
者
会
な
ど
多
く
の
仲
間
が
積
極
的
に
参

加
し
て
頂
い
て
い
る
こ
と
に
大
き
な
希
望
を
感
じ
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
中
小
労
働
者
の
雇
用
と
生
活
・
権
利
を

守
り
、
争
議
組
合
へ
の
物
心
両
面
に
わ
た
る
支
援
そ
し
て
自
治
労

傘
下
に
お
い
て
公
共
サ
ー
ビ
ス
民
間
労
組
評
議
会
（
公
民
評
）
の

仲
間
を
含
む
全
て
の
働
く
者
と
連
帯
し
て
反
戦
・
反
核
・
護
憲
・

平
和
・
人
権
・
民
主
主
義
を
守
る
運
動
を
進
め
る
と
と
も
に
、
全

国
一
般
運
動
・
合
同
労
組
運
動
の
継
承
発
展
、
そ
し
て
２
０
２
４

春
闘
勝
利
を
め
ざ
し
て
団
結
し
て
と
も
に
闘
い
ま
し
ょ
う
！ 
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当面のスケジュール 

・01/10(火)15:30    関西ブロック企画会議     全国一般大阪事務所 

      18:30  府本部旗開き    PLP会館 5階大会議室 

・01/12(金)15:00  阪南地域協議会        サンスクエア堺 

      18:00  委託連合執行委員会   大野コミュニティ 

・01/15(月)18:30  第 4回執行委員会       全国一般大阪会議室 

・01/17(水)18:30  北大阪地域協議会       全国一般大阪事務所 

・01/18～19     全国一般評議会/四役会議・第 3回幹事会 自治労会館 

   19(金)13:00  全国一般評議会第 42回地方代表者会議  自治労会館 

      18:30  青年女性部幹事会   全国一般大阪事務所 

・01/20～21     関西ブロック 2024春闘討論集会・第 29回総会   

        アヤハレークサイドホテル 

・01/22(火)18:00  WEB_南大阪地域協議会   永大産業労組 

・01/25(木)18:30  東南地域協議会        サンビー労組 

・01/28(日)10:00  全国一般大阪 2023春闘討論集会・臨時大会 エルおおさか 

 


